
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3032 

令和５年度 芸術科（美術） 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅰ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「美術Ⅰ」 （光村図書出版） 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

1年生の授業では、美術表現の基礎的な技法を一通り体験できるように課題を用意しています。

「絵画・彫刻」「デザイン」「映像メディア」各分野について「色・形・材料」を用いて視覚的に

表現すること学びます。また、「鑑賞」を通して、作者の心情や表現意図を読みとり、自分の言葉

でそれを他者に伝えることを学び、自己の表現に生かしましょう。 

制作全般を通して物事を多角的にとらえる「観察力」や「想像力」、新しいイメージの発見と発想

を得ることで、造形的能力を高めていきましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

１ 表現の多様性について理解するとともに、創意工夫を生かした制作をするために必要な技能を身に

付けるようにする。 

２ 観察力や想像力を生かして、自ら主題を生成し、創造的な表現に取り組むようにする。 

３ 美術の幅広い活動を通して、多様な表現方法や美術文化に関心を持ち、生涯にわたり美術を愛

好する心情を育むとともに、主体的に表現や鑑賞に取り組む態度を養う。 

 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・作品の表現の工夫や美術

文化などを理解し、その

よさや美しさを味わい創

造的に表している。 

 

・意図に応じて言葉等を用

いて作品を表現すること

ができている。 

 

・美術表現に必要な技能を

身につけ、意図に応じて

表現方法を工夫してい

る。 

 

・観察力や想像力を働かせて、

感じ取ったことや考えたこ

と、目的や機能、美しさな

どから主題を生成し、創造

的な表現の構想を練ってい

る。 

 

・主体的に学習に取り組もう

としている。 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前

 

期 

デ
ザ
イ
ン
技
法 

 

『
ハ
イ
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
』 

【デザイン】 

色彩効果と視覚効果を生かした

表現を学ぶ。 

■基礎制作 

・人物の写真を用いてハイコン

トラストの原画を作成する。 

・色彩について学び、色のトー

ンや色相、色彩のイメージを

生かした配色について考え

る。 

■本制作 

・ハイコントラスト処理した原画

を基に画面構成を考える。 

・構想・計画を基に複数の段

階に分けて平塗りする。 

 

a:色彩の持つ性質や特性を理解し、配

色や構成を工夫し表現しようとし

ている。（知識・技能）  

 

b :見る人の視点移動に伴う視覚効果を

生かした表現について構想を練って

いる。 

色のイメージを生かした表現につ

いて構想を練ることができてい

る。（発想や構想） 

 

b：色彩の調和のとれた洗練された美

しさを感じ取り、表現の意図と創造

的な表現の工夫などについて考え、

見方や感じ方を深めている。（鑑賞） 

 

c:表現する内容や意図に応じて構成

や色彩を工夫し，効果的に創作活動

に取り組もうとしている。 

 

ワークシー

ト・アイディ

アスケッチ 

 

原画 

 

制作の様

子 

 

制作途中

作品 

 

提出作品 

 

 

 

 

 

振り返りシ

ート 

 

 

 

 

原画 

 

制作の様

子 

 

制作途中

作品 

 

提出作品 

 

ワークシー

ト・アイディ

アスケッチ 

 

原画 

 

制作の様

子 

 

制作途中

作品 

 

提出作品 

 

１
版
多
色
版
画 

『天
王
寺
５
３
次
』 

【版画】 

自分たちの住む地域から学校ま

での間で、印象的な景色を１版多

色木版画にする。 

■基礎制作 

・日常の風景の中で気になる

景色を撮影する。 

■本制作 

・たくさんの風景の中から取捨

選択し、主題を見つける。 

・版画を通して浮世絵などの

伝統的な日本美術に触れる。 

・ベニヤ板を掘り進み、段階ご

とに作品を摺って仕上げてい

く。 

a: テーマを基に自己や他者の内面に

目を向け表現しようとしている。表

現の技法を理解し、作品に積極的に

取り入れ表現しようとしている。

（知識・技能）  

b:日々目にしているものの中から主

題を生成し、構想を練っている。（発

想や構想） 

b：作業の美しさや作者の工夫、構図

の意図などを感じ取り、理解を深め

ている。（鑑賞） 

c: 素材固有の表現や素材を生かし

て、効果的に創作活動に取り組もう

としている。 

 

ワークシー

ト・アイディ

アスケッチ 

 

原画 

 

制作の様

子 

 

制作途中

作品 

 

提出作品 

 

振り返りシ

ート 

 

 

 

 

原画 

 

制作の様

子 

 

制作途中

作品 

 

提出作品 

 

ワークシー

ト・アイディ

アスケッチ 

 

原画 

 

制作の様

子 

 

制作途中

作品 

 

提出作品 
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『鑑
賞
レ
ポ
ー
ト
』  

 

【鑑賞】 

大阪府高等学校美術・工芸展も

しくは近郊の美術館での鑑賞レ

ポート 

 

・本物を鑑賞しレポートにまと

める。 

a: 他者の作品を理解しようとして

いる。（知識） 

b: 作者の意図や工夫を感じ取り、理

解を深める（鑑賞） 

c: 他者の作品を理解しようと取り

組んでいる。 

 

レポート 

 

 

 

後
期 

立
体
表
現 

『〇
〇
な
か
た
ち
』  

 
 

～
抽
象
形
態
に
よ
る
立
体
制
作
～ 

【立体】 

２次元から３次元へ。抽象形態に

よる立体表現に取り組むことで、

想像力の刺激のしかた、発想のし

かたを学ぶ。 

■基礎制作 

・抽象形態の発想方法につい

てプリント学習する。 

・カービングの方法や道具の扱

いについて学習する。 

■本制作 

・粘土でマケットを制作する。 

・スタイロフォームを貼り合わ

せ塊にしたものから削り出す。 

・表面に石粉粘土を貼り耐水

ペーパーで丁寧に磨く。 

 

a: カービング技法の特性を理解し、

制作に生かしている。（知識） 

抽象表現に関心を持ち、積極的に

表現しようとしている。（技能）  

b: 言葉から形をイメージし、素材や

技法を生かす構想を練っている。

（発想や構想） 

b：形態や質感の美しさや表現の工夫

などを感じ取り、作品について理解

を深めている。（鑑賞） 

c: カービングの技法の特性を生か

し、形態や質感の美しさに留意し、

空間を意識した表現に取り組もう

としている。 

 

ワークシー

ト 

 

マケット 

 

制作の様

子 

 

制作途中

作品 

 

提出作品 

 

振り返りシ

ート 

 

 

 

マケット 

 

制作の様

子 

 

制作途中

作品 

 

提出作品 

 

ワークシー

ト 

 

マケット 

 

制作 の 様

子 

 

制作途中

作品 

 

提出作品 

 

油
彩
画 
『自
画
像
』 

【絵画】 

自己を見つめ、自分の内的表現

にまで発展させる事を目的に学

習する。 

■制作 

・自己の内面や取り巻く状況

から主題を生成する。 

・主題を基に構想を練る。 

・構想を基に自己を観察し、油

彩を用いて描く。 

 

a: 油彩のマチュエールや色彩、特性

を理解し、制作に生かしている。（知

識） 

テーマを基に自己の内面を見つめ

て積極的に観察・表現しようとし

ている。（技能）  

b: 油彩のマチュエールや色彩、描く

対象の形態を工夫し表現を練って

いる。（発想や構想） 

b：作品の良さや美しさ、作者の心情

や意図、表現の工夫などを感じ取

り、作品について理解を深めてい

る。（鑑賞） 

c: 自己を観察・探究し、自己の内面

を見つめて感じ取ったことや考え

たことから主題を生成し表現に取

り組もうとしている。 

ワークシー

ト 

 

制作の様

子 

 

制作途中

作品 

 

提出作品 

 

 

振り返りシ

ート 

 

 

 

 

制作の様

子 

 

制作途中

作品 

 

提出作品 

 

 

 

ワークシー

ト 

 

制作 の 様

子 

 

制作途中

作品 

 

提出作品 
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校
内
作
品
展
鑑
賞 

 

【鑑賞】 

校内作品展鑑賞。美術のみなら

ず、広く芸術表現について（工

芸・書道も含む）鑑賞し、味わう。 

a: 他者の作品を理解しようとして

いる。（知識） 

b: 作者の意図や工夫を感じ取り、理

解を深める（鑑賞） 

c: 他者の作品を理解しようと取り

組んでいる。（表現に関して） 

 

レポート   

映
像
メ
デ
ィ
ア
表
現 

 

『天
高
リ
レ
ー
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
』 

【映像メディア表現】 

コマ撮りアニメーションの技術を

用い、〇がなにかへ変化し、また

〇に戻るというリレーアニメーショ

ンを制作する。 

■制作 

・モチーフの決定 

・モチーフがどのように変化し

ていくかを描く 

 

 

a: アニメーションの特性を理解し、

制作に生かしている。（知識） 

モチーフにあった動きや背景を選

択し、表現しようとしている。（技

能）  

b: アニメーションの特性を生かし、

動きなどの表現を工夫して練って

いる。（発想や構想） 

b：作品の良さや美しさ、動きなどを

感じ取り、作品について理解を深め

ている。（鑑賞） 

c:アニメーションの良さを味わい、表

現に取り組もうとしている。（表現

に関して） 

ワークシー

ト 

 

制作の様

子 

 

制作途中

作品 

 

提出作品 

 

振り返りシ

ート 

 

 

 

 

制作の様

子 

 

制作途中

作品 

 

提出作品 

 

ワークシー

ト 

 

制作 の 様

子 

 

制作途中

作品 

 

提出作品 

 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


